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不

要

一

主

お

り

で

あ

り

ま

す

。

一

サ

イ

ν
l
ジ
は
あ
ら
ゆ
一
て
、
車
に
経
済
的
飼
料
で

《
経
済
課
d

一
サ
イ
レ

1
ジ
給
与
上
の
効
一

る
家
畜
の
飼
料
と
た
り

一あ
る
ば
か
り
で
丘
く
、
家

う
る
の
で

あ
る
o

zれ
は
多
汁
質
の
飼
料

で
あ
わ
、
柔
軟
で
、
か

つ
養
分
も
豊
富
で
ゐ
る

と
れ
を
適
当
量
家
蓄
に

与
え
る
止
、
発
肖
を
良

く
し
生
産
の
能
率
を
増

サ
イ
レ

1
ジ
は
前
述
nw

上
う
K
、
家
簡
に
対
!

極
め
て
有
効
在
も
D
で

あ
y
・4u
、
こ
れ
彩
過
量

陀
与
え
、
こ
れ
を
食
い

給
血
ハ
上
の
注
意

適
量
を
奥
え
る
こ
と

事
の
消
化
器
を
調
整
し
、

三
れ
b
a

常
態
K
保
も
、
そ

の
結
果
、
皮
ふ
め
光
沢
を
一

増
し
、
毛
髪

ω
生
成
を
良
一

〈

L
、
ま
た
肉
質
を
柔
軟
一

に
す
る
効
果
が
あ
る
。
一

三
れ
は
生
き
た
乳
酸
菌
一

を
含
有
し
、
ピ
グ
ミ
ン
一

含
量
吃
も
富
ん
で
い
る

一

か
ら
で
あ
る
。

建
す
よ
う
に
し
て
は
在

ら
な
い。

ま
た
食
い
残
ー

た
も
の

げ
長
く
放
置
守
る
三
、

腐
敗
し
や
す
い
も
の
で

あ
る
。

従
っ
て
戎
回
の
給
与
さ

し
て
良
く
在
い
サ
イ
レ

ー
ジ
じ
、
三
れ
を
組
飼

料
と
し
て
車
用
し
在

、ド

方
が
安
全
で
あ
る
。
他

の
牧
草
、
ま
持
は
乾
革

、
と
、
と
も
に
与
え
る
方
が

良
い
。

在

お

下

痢

P
起
し
て

い
yh
域
高
に
対
l
て
は

一
時
中
止
す
る
方
が
い

い
場
合
が
あ
る
u

(
経
済
説
)

布日

導

所

名

所

在

地

木|建
科

工 i築

グ l科
自

人

貝

締刃
一 切一』十
月

一一 日
日

備

考

竹
製
品
の
製
作

講

習

曾

旬

日

か

ら

@
期
間
一
カ
月
ハ
午
後
二
女
子
お
上
ぴ
将
来
従
事
、

時

t
問
時
、
休
腕
日
は
一
就
職
を
希
望
す
る
婦
女
子

休

み

)

一

I
l
l
i
-
-
-

⑨

補

導

科

目

一

業

一補

導

生

と

毛

織

川
間
接
遇
同
一
般
枇
会
学
一

一
;

長
崎
県
で
は
放
館
そ
の
他

一事
業
の
振
興
を
図
る
た
め
一
〈
公
民
、
郷
土
地
史
、
一
職
…
女
子
従
業
員
募
集

観
光
事
業
に
従
事
し
て
い
一
長
崎
県
立
観
光
学
園
〈
長
一
観
光
事
情
)川口
茶
道
、
一
宍
付
公
共
職
業
安
定
所
で

る
女
子
供
業
員
お
よ
び
将
一
崎
市
中
川
町
県
立
候
健

婦

ナ

華
道
料
美
容
作
法
刷
保
一
は
公
共
職
業
楠
導
生
お
k

来
観
光
事
業
K
従
事
す
る
一
専
門
学
院
内
〉
を
設
置

L
一
健
衛
生

一び
毛
織
工
場
女
子
従
業
員

三
主
を
希
望
す
る
婦
女
子
一

た
の
で
そ
の
補
導
生
を
募

一
A
募
集
メ
切
二
月
十
凶
日
一
を
次

の
よ
う
に
募
集
し
て

に
対
l
職
業
楠
導
そ

ω
他
一集
し

て
い
ま
す
。

一
ム
応
募
条
件

一
お
り
ま
す

の

で

希

望
者

職
業
に
必
現
在
知
識
教
養

一
ム
柿
導

内

容

一

ω放
館
そ
の
他
既
に

観
光

一は
至
念
安
定
所
へ
お
申
込

を
授
け
て
、
本
県
の
観
光
-
①
定
員
百
名
一
事
業
に
従
事
し
て
い
る
婦
J
O
く
冗
さ
い
。

観
放光
館主詮

翌薗
ら理

委z
員募

z集
象

(費旋ユ)

門初給任=

M
白
l
到HJ

紘

A

毛工
f:: (o一) I~込関

大

申

入
叫
年

令務地 別記手ー沿雨 令
を

(給支 ー千十八 愛知場女 表の iー主寸主 問
わ

高職安
(円才ま県島津子 お主

生

職

け

共
公

千で
従

業員
わ

ゾち 1打

キ
a
t
明、4・』山ミ

…

押

費

り

を

そ

の

ま

ま

帰

え

す

に

は

W
4
M
 

.
J
W

住
宅
、
会
社
、
一

JZ
事
務
所
、
事
業
一

w

』
山
場
、
庖
舗
を
訪
一

.
問
す
る
商
人
ハ
一

品
物
の
販
売
、
賞
受
交
換
一

加
工
、
修
理
、
し
し
舞
、
一

占
い
師
な
ど
ぜ
で
戎
の
よ
一

う
な
こ
ミ
が
あ
づ
ち
ん
と
き
一

は
最
寄
の
源
問
所
、
駐
在
一

所
ま
た
は
本
署
み
屯
八
五
一

一d
k
早
〈
通
報

L
て
〈

把
さ
い
.

A
行
商
人
が
品
物
の
売
買

を
し
よ
う
'
と
す
る
主
き

「
い
ら
た
い
」
「
家
に

は
売
る
も
の
は
た
い
」

主
は
?
ぎ
り
断
っ
て
も

し
つ
こ
く
ね
ば
っ
て
立

も
去
ら
た
い
と
き
。

A
玄
関
を
一
旦
出
た
が
、

裏
口
ま
た
は
勝
手
口
か

ら
再
び
訪
れ
、
ま
た
は

グ
す
ぐ
グ

ケ

イ

サ

ツ
玄
関
先
や
そ
の
附
近
に

た
た
歩
み
う
ろ
つ
い
て

困
る
と
き
。

ム
承
諾
を
し
な
い
の
に
勝

手
に
玄
関
、
出
入
口
、

軒
下
、
庭
先
、
縁
台
、

腰
掛
在
ど
に
物
品
を
な

ら
べ
て
断
っ
て
も
か
た

つ
け
た
い
と
き
。

ム
こ
と
あ
っ
た
者
ま
た
は

そ
の
場
に
居
合
せ
た
者

ザ、

ム A
しで慈す傷 取三合せるたを 9 棒いに
つ寄善るわ引わしに。策した切せ対
三附援主主中 3 たあま勢tりれにし
くな護きをにれりばたをり」やそ
せど圏・見いたまれ断示 L -，、ば断

ま の 体 せれとたたっしす腕次にら
め承の て守舎はりた成るま皿あれ
、諾名 威み。物・、!慌盤上くをるた

人を目 腿 や をおいすうりも「腹

し 主相 K 段きか押
まに手主なりら 売き仕を ムで情
したにつ間断取句 。方魔不困の

ハよれってい るり け でえ安ら機
大うまけ児?とこ合き つぎもぜ微
村。す込?とめ左わた きせしるに
警かよれ品です3 い まるく主つ
察 られす物す、は 主よはきけ
若 注るるを・は最 ろう迷。乙
v 意乙主手値つ初 主在磁 ん

国
立
公
閣
法
制
定
二
十
五
一
イ
ル
ム
d

と
し
、
主
も

周
年
そ
記
念
L
て
、
財
団
一
に
枚
数
制
限
た
し
。

法
人
国
立
公
開
協
会
、
並
一
八
一
〆
切
コ
一月
三
十
一
日

ぴ
虻
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
共
催
一
(
ア
サ
ヒ
カ
〆
ラ
到
着
〉

厚
生
省
後
援
で
第
六
阿
国
一
A
U

選
先

東
京
都
千
代
田

立
公
闘
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
一

区
有
楽
町
朝
日
新
聞

が

行

わ

れ

ま

す

。

一

東

京

本

社

博
吃
・
木
県
で
は
「
山
の
雲
一
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
編
集
部

仙

」
「
海
の
西
海
」

と
一
一一
〈
闘
立
公
園
写
真
」
'
と

つ
の
国
立
公
闘
が
あ
わ
ま
一
明
記

。
こ
と
o

u

す
の
で
、
大
い
に
美
し
い
一

A
入
選
者
じ
対
し
て
は
団

自
然
美
を
唱
と
ら
え
え
作
品
一
立
公
園
協
会
よ
り
入
選

を
数
多
く
牒
券
く
だ
さ

い一

者
陀
遇
知
。

発
表
は
「

ム

主

題

国

立
公
凶
お
よ
一
国
立
公
園
」
「
ア

Y
ヒ

び
お
の
お

け
そ
乃
公
園
一
カ
メ
ラ

一
に
掲
載
。

の
時
徴
b

る
日
然
景
観
一
在
お
詳
細
は
経
済
関
へ

れ

ま
た
は
そ
れ
ら
を
背
景
一
た
が
ね
く
把
ざ
い
。

ー
」
す
る
建

築

物

、

特

有

一

戸

経

済

課

ぜ

動
植
物
や
人
間
生
活
を
一

|
|
|Il
l
i-
-

捉
え
た
も
の
。

一

弓

道

揚

落

成

ム

作

品

白

黒

は

悶

ツ

翌

十

)

カ
ラ
ー
は
三
瓦
ミ

9
の
一
昨
年
十
二
月
か
ら
市
内
本

透
明
陽
一
回
ハ
カ
ラ

1
7
一
小
路
旧
図
書
館
裏
に
建
設

十立園 美し
合費能者0

義@@授要不

A

のそ濁え士ま宮臓定

所

安業

所
室

五会困
い
要イミ

量 他込L 
周然
白 寝白 票へ年法 む入

言念己制定
持委具設
備岳勤遁 工k費類あ花願

園

窮員
美のり小 ・をり門

や があ者当すんて
しりと

コ
J
i f'h 戚a

る
a
K 
@る。 安定は

の就職希者

望

炊
事

書
同

主

夕
I
ヲ、

大村職ハ安
付金貸

は

母子所
で 白

瓜， 制
D

庭該

家ぁつ虻設
備

》度せ対あ

中

の

市

営

弓

道

場

が

乙

の

一

牛

の

人

工

授

精

一

程
竣
工
し
た
の
で
、
二
月

一

'

一
大

村

の

風

物

画

展

十
日
午
前
十
時
か
ら
関
係
一
講
習
曾
・
平
戸
で
一

者
多
数
が
列
席
し
て
落
成
一

一多
彩
・
鶴
田
氏
の
色
紙

式
を
挙
行
し
た
。
一
昭
和
三
十
一

一
年
第
一
回
O
一

一

一

鈴
問
中
学
校
長
鶴
岡
謙
一

当
日
は
弓
道
洲
士
九
段
長

一家
畜
ハ
牛
)
人
工
授
精
講
一ゐ
一
氏
は
、
余
暇
を
利
用
し
て

回
足
秘
氏
ハ
県
教
育
長
)

一
官
会
が
二
月
二
十
六
日

一

ヵ

一自
転
車
に
色
紙
、

筆
、
墨

の
矢
渡
式
に
始
り
、
各
弓

一ら
十
日
閥
、
平
戸
種
畜
場
一

-

一
を
下
け
て
歩
き
、
郷
土
大

道
部
員
の
美
事
た
競
射
が
-で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
釦村
の
山
、
海
、
総
泣
き
の

披
露
さ
れ
盛
大
に
式
笠
間

一受
講
希
望
者
は
経
済
記
に一

一

一

自
然
美
を
画
い
た
作
品

の

じ

た

。

一

一

一

月

十

四

日

ま

e申
込
み
一

一

一

中

五

一

一

一点
を
去
る
一
月
二

た
お
道
場

開

き

は

四

月

上

一

く

だ

さ

い

。

一
一一
十
五
凶
か
ら
二
十
七
日
ま

旬
棲
花
の
下
に
開
催
の
予

一細
部
に

つ
い

て
は
経
済
品

一

o

一
で
池
田
写
真
館
二
階
で
、

定

。

一

K

お

た

守

ね

く

だ

さ

U

一

一

一

大

付

風

物

画

色

紙

展

と

し

へ
布
設
E

J

一
「
室
斉
濃
農
場
係
J

一

ー
ー
ー

I
l
l
i
-
-ト
|
l
i
l
i
-
-

一
て
展
示
し
た
。

一
作
品
は
大
村
の
四
季
こ
も

の

突

秘

発

表

勝

大

会

す

も

の

風

景

、

近

代

建

設

5

.

44

一
の
建
築
美
を

E
多
彩
な
作

山

多

数

御

参

加

く

一

に

さ

い

一

口

問

と

多

数

内

観

覧
者
で
賑

一
っ
た
。

ハ
市
教
委
ゾ

新
来
た
る
三
月
山
日
一
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
一

i
l
l
l

ハ
月
曜
い
午
前
九
時
三
十
一
ま
す
。

一

寸

l
il
i
-
-

分
か
ら
長
崎
市
引
地
州
勢
一
日
程
は
弐
の
L
お

り

。

一

一

落

し
物

一

働
会
館
内
」
新
生
前
実
績
発
一
ム
一

O
、
一一
つ

1
一
O
、
一

.
I
l
l
i
-
-

表
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
一

五

O

開
会
行
事
ム
一

o…ム
現
金
千
円

戸
千
円
札
v

す

。

一

五

O
I
一
二
、
一
一O

誠
二
月
十
七
日
.
松
胤
駅
A

Z
の
大
会
は
県
下
各
地
区
一
樹

戸
新
生
向
運
動

に
つ
い
一
現
金

T
円

ハ
千
円
札
}
}

よ
り
、
特
に
優
秀
在
も

ο
一
て
副

知
事
情
必
勝
也
氏
J

一
月
十

下
日
‘
諏
訪
阿
諏
訪

を
え
ら
ん
で
、
県
ド
街
地
一
心
一

一一
一、

0
0
1
一
五
.一
務
局
前
ム
腕
時
計

一
個

(

区
の
新
生
前
進
展
の
資

t
-
0
0
実
績
発
衣

ハ
七
名
一
金
メ
ツ

斗
S
型
パ
ン
ド
付

し
よ
う
と
す
忍
も
の
で
す

っ

A
-
五
、
二
一O
I
二
ハ

一
硝
子
破
買
J

一
月
二
十
五

市
内
の
公

円
舘
、
婦
人
団
一
コ
パ
〉
全
体
討
議
一
日
、
ゎ
里
郷
的
場

体
、
青
年
団
体
関
係
者
は
一
参
加
希
望
者
は
二
月
十
八
一
現
金
附
県
支
金
庫
、
時

い
う
ま
で
も
た
く
.
市
国
一
日
ま
で
に
社
会
教
宵
課
へ
一
計
は
大
村
警
察
署
正
保
管

一
般
の
希
望
者
は
で
き
る
一
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
し
て
あ
り
ま
す
。

だ
け
多
数
御
参
加
く
だ

3

(

市
教
委
J

一

(
'r

付
察
普
署
d


